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平成28年7月 10月

ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ル
ロ
ス
・
ジ
ョ
ビ
ン
国

際
空
港
。

ま
も
な
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
街
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
表
玄
関
に

は
、「
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
の
父
」と
呼
ば
れ
た
、二

十
世
紀
を
代
表
す
る
偉
大
な
作
曲
家
の

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
一
八
〇
〇
〇
㎞
離
れ
た
彼

方
の
地
で
、
今
回
は
ど
の
よ
う
な
ド
ラ
マ

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
熱
い

た
た
か
い
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
に
釘
付
け
の
暑
い
日
々
、
ボ
サ

ノ
ヴ
ァ
の
ゆ
る
い
リ
ズ
ム
に
身
を
ゆ
だ
ね

て
、
時
々
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
な
が
ら
過
ご

す
夏
と
な
り
そ
う
で
す
。

　　　　　　　

  

（
Ｋ
）

編
　集
　後
　記

六
月
二
十
五
日
（
土
）、
第
一
回
認

知
症
勉
強
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
こ

の
度
地
域
に
向
け
た
勉
強
会
を
行
う
に

至
り
ま
し
た
。

初
回
と
あ
っ
て
、
何
名
位
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
？ 

テ
ー
マ
や

進
行
は
こ
れ
で
良
い
だ
ろ
う
か
？ 

満

足
し
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
？
と
不

安
を
抱
き
な
が
ら
の
準
備
で
し
た
。

当
日
は
、
ぐ
ず
つ
い
た
天
候
に
も
か

か
わ
ら
ず
二
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
ず
、
院
長
の
塚
野
か
ら
「
認
知
症

に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
」と
題
し
て
、

認
知
症
疾
患
に
つ
い
て
と
そ
の
症
状
、

ま
た
治
療
に
つ
い
て
・
地
域
で
の
サ

ポ
ー
ト
の
重
要
性
な
ど
話
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
質
疑
応
答
の
時
間
を
も
う

け
、
三
名
の
方
が
話
の
内
容
を
受
け
て

質
問
を
熱
心
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
専
門
職
と
参
加
者
と
の

交
流
が
出
来
る
場
と
し
て
座
談
会
を
行
い

ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
五
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、
各
々
テ
ー
ブ
ル
に
精

神
科
医
で
あ
る
院
長
と
副
理
事
長
、
ま

た
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
、
心
理
士
と
加

わ
り
、
座
談
会
を
開
始
。
院
長
の
話
が

終
わ
っ
た
あ
と
も
殆
ど
の
方
が
座
談
会
に

残
ら
れ
て
お
り
、
テ
ー
ブ
ル
に
よ
っ
て
は
時

に
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、
話
が
と
て

も
活
発
に
な
さ
れ
て
い
る
様
子
で
、
日
頃

の
思
い
や
疑
問
な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

話
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。
予
定

時
間
を
超
え
て
の
終
了
と
な
り
、
充
実
し

た
会
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
二
回
・
三
回
と
続
け
て
い
く

予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
に
ご
記

入
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
次
回
テ
ー
マ
と
し
て
「
認
知
症
予
防

に
つ
い
て
」
や
、「
接
し
方
に
つ
い
て
」
等

の
希
望
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
度

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
、
次
回

は
更
に
よ
り
良
い
会
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

　小
田  

茂
樹

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更

新
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

有
効
期
限
が
七
月
三
十
一
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、新
し
い
被
保
険
者
証
が
お
手

元
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

負
担
割
合
等
変
更
が
な
い
か
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
新
し
い
被
保
険
者

証
を
病
院
窓
口
へ
必
ず
ご
提
示
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

医
事
課

　主
任

　沖

　紗
奈
江

五
月
に
入
り
、
今
年
も
ナ
カ
ム
ラ
病

院
や
ま
い
え
、
に
ぎ
や
家
で
夏
野
菜
を

植
え
ま
し
た
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
大
き
く

な
る
の
も
早
く
、
患
者
さ
ま
と
追
肥
を

し
た
り
と
、
患
者
さ
ま
と
成

長
を
楽
し
み
に
育
て
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ま
の
ご
家
族
か

ら
も
園
芸
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
大

変
心
強
い
で
す
。
夏
野
菜
だ

け
で
な
く
、
朝
顔
や
ヒ
マ
ワ
リ
の
花
、

さ
つ
ま
芋
も
植
え
て
お
り
、
観
賞
や
収

穫
、
料
理
な
ど
、
患
者
さ
ま
や
利
用
さ

ま
と
一
緒
に
充
実
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

作
業
療
法
士

　高
松
芽
久
美

被
保
険
者
の
提
示
に
つ
い
て

みなさまに楽しんでいた
だけるような話題づくり
を頑張ります。

みなさまと一緒に楽しみ
ながら広報誌を作ってい
きます。

みなさまに楽しんで読ん
でいただけるように頑張
ります。

院外発表

■日本歯科衛生学会雑誌　２月号 vol.10 No.2
食事介助指導により前頭側頭型認知症患者と
家族のQOL向上を図った１症例

歯科衛生士　板木　咲子

■日本老年歯科医学会 第27回・学術大会
　2016年６月18日～19日
健常高齢者の舌圧と身体機能に関する縦断的研究

歯科医師　比嘉（宮本）千亜己

第一展示
コーナー

第二展示
コーナー

７月30日   ９月２9日  第１4回ナカムラ病院等  利用者さま作品展 
　　　　　　　－今を生きる作品たち－

７月30日   ９月２9日  第１4回ナカムラ病院等  利用者さま作品展 
　　　　　　　－今を生きる作品たち－

１０月中旬   １２月中旬  こころ安らぐ 日本画展 －柴田功子－

１０月中旬   １２月中旬  広島市立大学芸術学部　学生有志作品展

１０月上旬　　　ピーアイエー  いけ花愛好会  花展

新メンバー紹介！新メンバー紹介！
Ｃ＆Ｃ編集委員

新メンバー紹介！新メンバー紹介！
意気込みをお願いします！

保
険
証
提
示
の

お
願
い

保
険
証
提
示
の

お
願
い

保
険
証
提
示
の

お
願
い畑

通
信

畑
通
信

畑
通
信

畑
通
信

花と
トマト

さつま
芋

認知症勉強会認知症勉強会認知症勉強会
を開催しました

第1回
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5月 6月4月 5月 6月4月

五
月
二
十
日
（
金
）
に
、Ｂ
６
病
棟

に
て
、
フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

今
回
の
行
事
企
画
は
、
普
段
の
食
事

で
は
、
あ
ま
り
出
る
こ
と
の
少
な
い
果

物
や
ゼ
リ
ー
な
ど
を
食
べ
て
も
ら
い
、

喜
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
思
い
バ
イ
キ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ル
ー
ツ
は
、
メ
ロ
ン
、
み
か
ん
、

キ
ウ
イ
の
三
種
類
を
。
ゼ
リ
ー
は
、
牛

乳
寒
天
、ぶ
ど
う
ゼ
リ
ー
の
二
種
類
を
。

そ
し
て
、
い
ち
ご
の
ム
ー
ス
ケ
ー
キ
を

用
意
し
ま
し
た
。

生
の
果
物
は
、
普
段
の
食
事
提
供
時

に
は
あ
ま
り
出
な
い
の
で
、
特
に
み
か

ん
と
キ
ウ
イ
は
大
人
気
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
無
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

久
し
振
り
の
み
か
ん
と
キ
ウ
イ
を
食
べ

た
時
に
は
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
、

喜
ん
で
食
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

患
者
さ
ま
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、「
バ

ナ
ナ
が
あ
っ
た
ら
良
か
っ
た
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
意
見
を
参
考
に
活
か
し
て

も
っ
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
行
事

を
、
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ナ
カ
ム
ラ
病
院

　Ｂ６
病
棟

介
護
職

　松
尾

　真
希

　

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

お花見（B６）
手作りおやつ（つぼい）
お花見会と誕生日会（まいえ２）
お花見茶席（B７）
お花見昼食会（にぎや家）
まいえ１春の音楽会【歌声ユニット木の実】

（まいえ１）
お花見外出（にぎや家）
みんなで桜の木を作ろう（A３）
大正琴演奏会（全体行事）
造幣局　お花見（つぼい）
昼食バイキング（まいえ１）
お花見（B５）
売店（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
法話会（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

お花見（B６）
手作りおやつ（つぼい）
お花見会と誕生日会（まいえ２）
お花見茶席（B７）
お花見昼食会（にぎや家）
まいえ１春の音楽会【歌声ユニット木の実】

（まいえ１）
お花見外出（にぎや家）
みんなで桜の木を作ろう（A３）
大正琴演奏会（全体行事）
造幣局　お花見（つぼい）
昼食バイキング（まいえ１）
お花見（B５）
売店（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
法話会（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

宮島バスハイク（まいえ１）
外食（つぼい）
昔ながらの遊びと誕生日会（まいえ２）
地域推進会議（つぼい）
お食事会　ハンバーグ作り（にぎや家）
フルーツバイキング（B６）
爽やかな５月　ハワイアンでGO！（A３）
春のお茶会（リハビリ）
紙芝居、カラオケ（B７）
ケーキバイキング（まいえ２、B５）
吹奏楽演奏会（全体行事）
売店（陽光の家）
買い物外出（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
開設記念日　慰問【スリーコインズ】

（陽光の家）
法話会【延命寺】（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

宮島バスハイク（まいえ１）
外食（つぼい）
昔ながらの遊びと誕生日会（まいえ２）
地域推進会議（つぼい）
お食事会　ハンバーグ作り（にぎや家）
フルーツバイキング（B６）
爽やかな５月　ハワイアンでGO！（A３）
春のお茶会（リハビリ）
紙芝居、カラオケ（B７）
ケーキバイキング（まいえ２、B５）
吹奏楽演奏会（全体行事）
売店（陽光の家）
買い物外出（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
開設記念日　慰問【スリーコインズ】

（陽光の家）
法話会【延命寺】（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

●
●
●
●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

セラピードッグとふれあう（まいえ１）
手作りおやつ（つぼい）
お楽しみゲーム大会（まいえ２）
映画鑑賞（A３）
法話会（リハビリ）
ケーキバイキング（まいえ１）
歌会 ～歌をうたって梅雨をふきとばそう～

（B５）
演奏会【広島オペラアンサンブル】

（全体行事）
フルーチェ作り（B６）
紫陽花寺散策（つぼい）
昼食バイキング（まいえ２）
父の日　大運動会（にぎや家）
風船バレーとケーキバイキング（B７）
売店（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
法話会【教専寺】（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

セラピードッグとふれあう（まいえ１）
手作りおやつ（つぼい）
お楽しみゲーム大会（まいえ２）
映画鑑賞（A３）
法話会（リハビリ）
ケーキバイキング（まいえ１）
歌会 ～歌をうたって梅雨をふきとばそう～

（B５）
演奏会【広島オペラアンサンブル】

（全体行事）
フルーチェ作り（B６）
紫陽花寺散策（つぼい）
昼食バイキング（まいえ２）
父の日　大運動会（にぎや家）
風船バレーとケーキバイキング（B７）
売店（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
法話会【教専寺】（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

5月 6月4月

平
成
十
三
年
八
月
に
開
設
し
ま
し
た

ナ
カ
ム
ラ
病
院
歯
科
診
療
室
は
、
今
年

で
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
当
院
歯
科
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
患
者
さ
ま
や
利
用
者
さ
ま
、

ま
た
ご
家
族
や
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
歯
科
の
ス
タ
ッ
フ
は
常
勤
歯

科
医
師
一
名
、
非
常
勤
歯
科
医
師
（
広

島
大
学
か
ら
）
三
名
、
歯
科
衛
生
士
四

名
で
す
。

私
た
ち
は
療
養
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る

患
者
さ
ま
や
利
用
者
さ
ま
の
楽
し
み
で
あ

る
お
食
事
を
心
地
よ
く
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ま
た
誤
嚥
性
肺
炎

を
予
防
で
き
る
よ
う
お
口
の
中
の
環
境
を

整
え
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

目
標
に
む
け
て
歯
科
治
療
や
口
腔
ケ
ア
、

当
施
設
ス
タ
ッ
フ
へ
の
口
腔
ケ
ア
指
導
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
食
べ
る
事
や
飲
み
込
む
こ
と
が
難
し
く

な
ら
れ
た
方
に
は
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
や
言

語
聴
覚
士
・
栄
養
士
を
始
め
多
職
種
で

協
力
し
、
安
全
で
お
い
し
い
お
食
事
が
提

供
出
来
る
よ
う
食
事
支
援
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
摂
食

嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
時
の

姿
勢
や
食
事
用
具
の
改
善
、
食
形
態
や

必
要
栄
養
量
を
摂
取
す
る
た
め
の
検
討

な
ど
で
す
。
ま
た
飲
み
込
み
の
精
密
検
査

が
必
要
な
際
は
、
嚥
下
造
影
検
査
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
ナ
カ
ム
ラ
病
院
歯
科
に
お
け

る
役
割
を
考
え
、
患
者
さ
ま
や
利
用
者

さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
出
来
る
よ
う

歯
科
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
一
層
努
力
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も

ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ナ
カ
ム
ラ
病
院

歯
科
衛
生
士
室
主
任

　山
根

　次
美

〜｢

武
士
の
献
立｣

を
観
て
〜

ナ
カ
ム
ラ
病
院
様
が
、
私
達
に
馴
染

み
や
す
く
良
質
の
映
画
鑑
賞
会
を
催
し

て
下
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
北
陸
加
賀
の
国
、
前
田
藩
の

料
理
を
ま
か
な
う
武
家
の
物
語
で
し

た
。
あ
ら
す
じ
は
上
戸
彩
さ
ん
が
演
じ

る
商
家
の
娘
〝
春
〞
が
、
そ
の
味
覚
と

料
理
の
良
さ
を
見
込
ま
れ
、
江
戸
か
ら

遠
く
離
れ
た
金
沢
に
嫁
ぐ
事
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
嫁
に
舅
の
西
田
敏

行
、
姑
の
余
貴
美
子
お
二
人
が
優
し
く

接
し
て
導
か
れ
る
の
が
全
編
で
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

武
士
は
刀
で
仕
え
る
の
が
本
筋
で

し
ょ
う
が
、
〝
包
丁
侍
〞
と
い
う
役
目

が
、
江
戸
時
代
に
ど
う
見
ら
れ
、
何
を

求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
教
え
て
く
れ
ま

す
。
妻
の
内
助
の
功
、
若
い
夫
婦
の
協

力
が
実
っ
て
、
新
藩
主
の
着
任
祝
い

で
、
一
の
膳
か
ら
八
の
膳
ま
で
並
べ
た

饗
応
が
成
功
す
る
の
で
す
。

お
家
騒
動
を
絡
め
て
の
内
容
は
、
全

体
の
広
が
り
や
、
物
語
に
社
会
性
を
持

た
せ
る
意
図
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
は
良

い
の
で
す
が
、
も
っ
と
献
立
の
具
体
性

や
珍
し
さ
を
見
た
か
っ
た
と
少
し
残
念

に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
族
の
絆
や

礼
節
礼
儀
な
ど
日
本
の
良
さ
が
組
み
込

ま
れ
て
お
り
、
飽
き
ず
に
楽
し
め
、
幕

が
閉
じ
れ
ば
実
に
ほ
ん
わ
か
と
し
た
気

持
ち
に
な
っ
て
帰
宅
し
ま
し
た
。
北
陸

は
山
海
の
珍
味
が
多
い
よ
う
で
、
映
画

に
出
て
く
る
〝
柚
餅
子
〞
は
一
度
食
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
伯
区
坪
井
三
丁
目

　　山
田

　トモ

行事だより行事だより行事だより
4月22日（金）

ナ
カ
ム
ラ
病
院 

歯
科
診
療
室

ナ
カ
ム
ラ
病
院 

歯
科
診
療
室

15
周年

いきいき

いきいき行事ダイジェストいきいき行事ダイジェスト
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今年度は地域包括支援センターの業務の一部である『権利擁護について』４回に渡って紹介しています。２回目の今

回は『高齢者虐待の現状』について佐々木亮さんにご紹介いただきました。

『高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律』が施行されたのは平成18年４月からですが、高

齢者虐待は年々増加傾向にあり、相談が後を絶ちません。

平成25年度の厚生労働省の調査では、虐待の種別として「身体的虐待」が最も多く、次いで「心理的虐待」「介護等放棄」

となっています。また、虐待の要因として「虐待者の介護疲れ・介護ストレス」「虐待者の障害・疾病」「家庭における

経済的困窮（経済的問題）」「被虐待高齢者の認知症の症状」となっています。被虐待者の性別を見ますと、「女性」が全

体の８ 割弱を占め、年齢階級別では「80～84歳」が最も多くなっています。被虐待者の同居・別居の状況を見ますと、「虐

待者とのみ同居」が49.0％、「虐待者及び他家族と同居」が37.7％と、86.7％が虐待者との同居でありました。虐待

者の続柄を見ますと、被虐待高齢者からみた虐待者の続柄は、「息子」が41.0％と最も多く、次いで「夫」が19.2％、「娘」

が16.4％の順となっています（図１）。家族形態でいえば、「未婚の子と同居」が32.8％と最も多く、次いで「夫婦のみ世帯」

19.5％、「子夫婦と同居」16.6％の順になっています。次に、被虐待者の要介護認定の状況を見ますと、「認定済み」

が68.0％と、７割弱が要介護認定者であります。要介護認定者における認知症日常生活自立度Ⅱ以上の人は70.4％、「要

介護認定者の障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）Ａ以上」の人は74.1％となっています。被虐待高齢者の要介

護度と虐待種別との関係では、「身体的虐待」と「心理的虐待」では、要介護度が重い方の割合が低く、「介護等放棄」

ではその逆になる傾向がみられます（図２）。介護サービス利用の有無で見ますと、被虐待者の介護保険サービスの利用

状況は、「介護サービスを受けている」が28.6％、「過去に受けていたが現在は受けていない」が4.8％、「過去も含め受

けていない」が61.9％となっています。

このような調査から、認知症高齢者が虐待を受けやすいこと、虐待をしている養護者の続柄は息子、次いで夫の順で

あること、介護力の小さい世帯で虐待が起こりやすいことが明らかになっています。また虐待が重複していることも多く、

虐待が生じる世帯が社会的孤立の状態にあることが多いという傾向にもありますので、そのような世帯を孤立させない

ためのネットワーク作りや認知症の理解といった啓発活動も必要となってきます。

高齢者虐待の現状とは

H27年度 実習生受け入れ実績
昨年もナカムラ病院・介護老人保健施設まいえ・特別
養護老人ホーム陽光の家では、さまざまな職種の実習
生を受け入れました。詳しい受け入れ状況は下の表の
とおりです。
現場でしか学べない多くのことを吸収し、将来に活か

して頂きたいと思います。
●ナカムラ病院・まいえ （五十音順）

職種 学校名 人数（名）
看護師

理学療法士
作業療法士

管理栄養士

精神保健福祉士
歯科衛生士

山陽看護専門学校
広島文化学園大学
広島医療保健専門学校
県立広島大学
広島医療保健専門学校
広島大学
広島都市学園大学
山陽女子短期大学
鈴峯女子短期大学
広島女学院大学
県立広島大学
広島大学

12
141
1
2
1
2
1
4
4
4
2
21

●陽光の家 （五十音順）

職種 学校名 人数（名）
介護福祉士

社会福祉主事
介護職員実務者研修

IGL健康福祉専門学校
トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校
広島福祉専門学校
トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校
介護労働安定センター

5
3
1
2
2

五
月
二
十
五
・
二
十
六
日
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
主
催
で
「
春
の
お
茶

席
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お
茶
席

（
Ｐ
Ｉ
Ａ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
一
展
示
コ
ー

ナ
ー
）
で
は
、
表
千
家
広
島
清
和
会
所

属
の
田
辺
裕
子
先
生
が
点
て
て
下
さ
る

お
茶
と
蝶
々
を
あ
し
ら
っ
た
お
菓
子
を

お
出
し
し
、
飲
み
込
み
等
の
問
題
で
お

茶
や
お
菓
子
を
食
べ
る
こ
と
が
難
し
い

方
に
は
、
抹
茶
葛
湯
を
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
会
場
に
飾

ら
れ
た
草
花
を
見
た
り
、
香
り
を
か
い

だ
り
し
て
楽
し
む
方
、
先
生
の
お
点
前

を
見
て
懐
か
し
が
ら
れ
る
方
、
先
生
と

の
会
話
を
楽
し
む
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

表
情
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
参
加
し
た
気
持
ち
を
句

で
表
し
て
下
さ
っ
た
患
者
さ
ま
が
い
ら

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

菓
子
よ
ば
れ 

抹
茶
よ
ば
れ
て 

大
満
足

勝 

利

今
回
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
滞
り
な

く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
頂
け

る
よ
う
な
活
動
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　言
語
聴
覚
士

　嶋
田

　利
恵

　

俳句を詠んでくださった方です

「H28年熊本地震義援金」の
お礼とご報告

４月22日の映画上映会で開催され

たバザーと、５月25日・26日に開催

したお茶席で義援金活動を実施いた

しました。

皆さまからお寄せいただきました

義援金の総額は20,000円となりまし

た。ご協力いただきました皆さまに

心から厚くお礼申しあげます。

また、お預かりした義援金は特定

非営利法人「国境なき医師団」に

振り込みましたことをご報告いたし

ます。

被災地の一日も早い復旧と復興を

心よりお祈り申し上げます。

4

2222 権利擁護について権利擁護について

41

19.2
16.4
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図1 　被虐待高齢者からみた虐待者の続柄

5.7 5.1 4.2
1.9 1.7

平成25年度厚生労働省高齢者虐待対応状況調査概要より 平成25年度厚生労働省高齢者虐待対応状況調査概要より 

図2　被虐待高齢者の要介護度と虐待の種別の関係
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二
十
八
周
年
開
設
記
念
行
事
が
五
月

二
十
一
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
家
族
の
多
数
の
参
加
も
あ
り
、
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
一
時
半
か
ら
は
ス
リ
ー
コ
イ
ン

ズ
さ
ま
に
よ
る
慰
問
が
あ
り
ま
し
た
。

銭
太
鼓
、
琴
の
演
奏
、
南
京
玉
簾
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
演
奏
な
ど
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
入
所
者
さ
ま
も
一
緒
に
歌
っ
た

り
、
口
ず
さ
ん
だ
り
、
手
拍
子
し
て
リ

ズ
ム
に
乗
っ
た
り
と
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

午
後
二
時
半
か
ら
は
厨
房
職
員
が
数

種
類
の
ケ
ー
キ
を
手
作
り
し
、
入
所
者

さ
ま
に
バ
イ
キ
ン
グ
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
入
所
者
さ
ま
の
中
に
は

普
段
自
分
で
選
択
す
る
こ
と
が
あ
ま
り

で
き
な
い
方
で
も
、
自
ら
皿
を
持
ち
選

択
さ
れ
て
お
り
、
職
員
が
驚
く
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
か
わ
り
す
る

入
所
者
さ
ま
も
お
ら
れ
、
好
き
な
食
べ

物
を
好
き
な
だ
け
食
べ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
職
員
共
々
満
足
し
て
お
り

ま
す
。
何
よ
り
も
「
来
年
も
ま
た
し
た

い
ね
。」
と
言
葉
を
い
た
だ
き
、
行
事

を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
入

所
者
さ
ま
の
た
め
に
も
日
々
の
関
わ
り

を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
さ
ら
に
根
付
い
た
施
設

に
な
れ
る
よ
う
目
指
し
て
い
き
た
い
と

職
員
一
同
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
入
所
さ
れ
て
い

る
方
々
が
行
事
を
通
し
、
は
り
の
あ
る

生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　陽
光
の
家

　生
活
相
談
員

　植
木

　拡
嗣

　

【28周年開
設記念行事

】

五
月
十
二
日
（
木
）
つ
ぼ
い
の
入
居

者
さ
ま
全
員
で
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
へ

お
食
事
に
出
掛
け
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
車
の
中
で
は

「
い
い
天
気
だ
ね
」「
何
処
へ
行
く
か
ね
？
」

と
話
を
し
て
い
る
間
に
目
的
地
に
到
着
。

お
食
事
前
に
庭
園
内
を
散
策
す
る
と

「
あ
！ 

木
の
陰
か
ら
猫
が
顔
出
し
と

る
よ
」「
ま
あ
、
花
が
き
れ
い
じ
ゃ
ね
」
と

感
激
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

昼
食
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
バ
イ
キ
ン
グ
。

ス
テ
ー
キ
に
魚
の
ム
ニ
エ
ル
、
デ
ザ
ー
ト
、

食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
お
好
き
な
物
を
召
し
上
が

り
「
外
で
皆
さ
ん
と
食
べ
る
と
美
味
し
い

で
す
ね
」
と
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。

帰
り
の
車
の
中
で
は「
ま
た
行
き
た
い
ね
」

「
今
度
い
つ
行
く
？
」と
話
が
は
ず
み
、楽
し

い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　グル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
つ
ぼ
い

介
護
職

　山
森
百
合
江

　

毎
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
て
い
る
各
部
署
責

任
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
今
回
は
医
事
課
の

沖
主
任
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

Q. 

今
の
仕
事
に
興
味
を
も
た
れ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A. 

何
と
な
く
医
療
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
学
で
医
療
事

務
の
資
格
が
取
得
で
き
る
講
座
が
あ
り
、

参
加
し
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。

Q. 

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
ど
の
よ

う
な
時
で
す
か
。

A. 

月
末
・
月
始
の
忙
し
い
時
期
に
仕
事
に
集

中
し
て
取
り
か
か
り
、
期
日
ま
で
に
仕
事

を
終
わ
ら
せ
た
瞬
間
で
す
。

Q. 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法
は
何
で
す
か
？

A. 

美
味
し
い
食
事
と
、
そ
れ
に
合
う
お
酒
を

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
こ
と
で
す
。

Q. 

今
一
番
楽
し
み
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

A. 

子
供
の
成
長
と
、
休
み
の
日
に
ゆ
っ
く
り

と
映
画
を
観
た
り
、
買
い
物
し
た
り
、
カ

フ
ェ
に
行
っ
た
り
、
自
分
の
時
間
を
満
喫

す
る
こ
と
で
す
。

Q. 

今
後
の
目
標
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さ
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。
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も
っ
と
今
の
仕
事
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掘
り
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て
勉
強
す

る
こ
と
と
、
も
っ
と
視
野
を
広
げ
て
色
々

な
勉
強
を
し
、
知
識
を
得
る
こ
と
。
人
間

と
し
て
成
長
し
、
よ
い
年
の
重
ね
か
た
を

す
る
こ
と
。

昨年度の、各施設における実績をご報告いたします。
「病床利用率」については、27年度1年間を通してのデータです。「要介護度分布」および「平均
介護度」は27年度1年間の平均を示しております。
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二
十
八
周
年
開
設
記
念
行
事
が
五
月

二
十
一
日
（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ご
家
族
の
多
数
の
参
加
も
あ
り
、
無
事

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
一
時
半
か
ら
は
ス
リ
ー
コ
イ
ン

ズ
さ
ま
に
よ
る
慰
問
が
あ
り
ま
し
た
。

銭
太
鼓
、
琴
の
演
奏
、
南
京
玉
簾
、
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
演
奏
な
ど
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
、
入
所
者
さ
ま
も
一
緒
に
歌
っ
た

り
、
口
ず
さ
ん
だ
り
、
手
拍
子
し
て
リ

ズ
ム
に
乗
っ
た
り
と
大
変
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

午
後
二
時
半
か
ら
は
厨
房
職
員
が
数

種
類
の
ケ
ー
キ
を
手
作
り
し
、
入
所
者

さ
ま
に
バ
イ
キ
ン
グ
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
入
所
者
さ
ま
の
中
に
は

普
段
自
分
で
選
択
す
る
こ
と
が
あ
ま
り

で
き
な
い
方
で
も
、
自
ら
皿
を
持
ち
選

択
さ
れ
て
お
り
、
職
員
が
驚
く
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
お
か
わ
り
す
る

入
所
者
さ
ま
も
お
ら
れ
、
好
き
な
食
べ

物
を
好
き
な
だ
け
食
べ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
、
職
員
共
々
満
足
し
て
お
り

ま
す
。
何
よ
り
も
「
来
年
も
ま
た
し
た

い
ね
。」
と
言
葉
を
い
た
だ
き
、
行
事

を
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
入

所
者
さ
ま
の
た
め
に
も
日
々
の
関
わ
り

を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
さ
ら
に
根
付
い
た
施
設

に
な
れ
る
よ
う
目
指
し
て
い
き
た
い
と

職
員
一
同
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。
現
在
入
所
さ
れ
て
い

る
方
々
が
行
事
を
通
し
、
は
り
の
あ
る

生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　陽
光
の
家

　生
活
相
談
員

　植
木

　拡
嗣

　

【28周年開
設記念行事

】

五
月
十
二
日
（
木
）
つ
ぼ
い
の
入
居

者
さ
ま
全
員
で
、
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
へ

お
食
事
に
出
掛
け
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
車
の
中
で
は

「
い
い
天
気
だ
ね
」「
何
処
へ
行
く
か
ね
？
」

と
話
を
し
て
い
る
間
に
目
的
地
に
到
着
。

お
食
事
前
に
庭
園
内
を
散
策
す
る
と

「
あ
！ 

木
の
陰
か
ら
猫
が
顔
出
し
と

る
よ
」「
ま
あ
、
花
が
き
れ
い
じ
ゃ
ね
」
と

感
激
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

昼
食
は
レ
ス
ト
ラ
ン
で
バ
イ
キ
ン
グ
。

ス
テ
ー
キ
に
魚
の
ム
ニ
エ
ル
、
デ
ザ
ー
ト
、

食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
お
好
き
な
物
を
召
し
上
が

り
「
外
で
皆
さ
ん
と
食
べ
る
と
美
味
し
い

で
す
ね
」
と
顔
が
ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。

帰
り
の
車
の
中
で
は「
ま
た
行
き
た
い
ね
」

「
今
度
い
つ
行
く
？
」と
話
が
は
ず
み
、楽
し

い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　グル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
つ
ぼ
い

介
護
職

　山
森
百
合
江

　

毎
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
届
け
し
て
い
る
各
部
署
責

任
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。
今
回
は
医
事
課
の

沖
主
任
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

Q. 

今
の
仕
事
に
興
味
を
も
た
れ
た
き
っ
か
け

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A. 

何
と
な
く
医
療
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
大
学
で
医
療
事

務
の
資
格
が
取
得
で
き
る
講
座
が
あ
り
、

参
加
し
資
格
を
取
得
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。

Q. 

仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
の
は
ど
の
よ

う
な
時
で
す
か
。

A. 

月
末
・
月
始
の
忙
し
い
時
期
に
仕
事
に
集

中
し
て
取
り
か
か
り
、
期
日
ま
で
に
仕
事

を
終
わ
ら
せ
た
瞬
間
で
す
。

Q. 

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法
は
何
で
す
か
？

A. 

美
味
し
い
食
事
と
、
そ
れ
に
合
う
お
酒
を

ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
こ
と
で
す
。

Q. 

今
一
番
楽
し
み
な
こ
と
は
何
で
す
か
？

A. 

子
供
の
成
長
と
、
休
み
の
日
に
ゆ
っ
く
り

と
映
画
を
観
た
り
、
買
い
物
し
た
り
、
カ

フ
ェ
に
行
っ
た
り
、
自
分
の
時
間
を
満
喫

す
る
こ
と
で
す
。

Q. 

今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

A. 

も
っ
と
今
の
仕
事
を
掘
り
下
げ
て
勉
強
す

る
こ
と
と
、
も
っ
と
視
野
を
広
げ
て
色
々

な
勉
強
を
し
、
知
識
を
得
る
こ
と
。
人
間

と
し
て
成
長
し
、
よ
い
年
の
重
ね
か
た
を

す
る
こ
と
。

昨年度の、各施設における実績をご報告いたします。
「病床利用率」については、27年度1年間を通してのデータです。「要介護度分布」および「平均
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今年度は地域包括支援センターの業務の一部である『権利擁護について』４回に渡って紹介しています。２回目の今

回は『高齢者虐待の現状』について佐々木亮さんにご紹介いただきました。

『高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律』が施行されたのは平成18年４月からですが、高

齢者虐待は年々増加傾向にあり、相談が後を絶ちません。

平成25年度の厚生労働省の調査では、虐待の種別として「身体的虐待」が最も多く、次いで「心理的虐待」「介護等放棄」

となっています。また、虐待の要因として「虐待者の介護疲れ・介護ストレス」「虐待者の障害・疾病」「家庭における

経済的困窮（経済的問題）」「被虐待高齢者の認知症の症状」となっています。被虐待者の性別を見ますと、「女性」が全

体の８ 割弱を占め、年齢階級別では「80～84歳」が最も多くなっています。被虐待者の同居・別居の状況を見ますと、「虐

待者とのみ同居」が49.0％、「虐待者及び他家族と同居」が37.7％と、86.7％が虐待者との同居でありました。虐待

者の続柄を見ますと、被虐待高齢者からみた虐待者の続柄は、「息子」が41.0％と最も多く、次いで「夫」が19.2％、「娘」

が16.4％の順となっています（図１）。家族形態でいえば、「未婚の子と同居」が32.8％と最も多く、次いで「夫婦のみ世帯」

19.5％、「子夫婦と同居」16.6％の順になっています。次に、被虐待者の要介護認定の状況を見ますと、「認定済み」

が68.0％と、７割弱が要介護認定者であります。要介護認定者における認知症日常生活自立度Ⅱ以上の人は70.4％、「要

介護認定者の障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）Ａ以上」の人は74.1％となっています。被虐待高齢者の要介

護度と虐待種別との関係では、「身体的虐待」と「心理的虐待」では、要介護度が重い方の割合が低く、「介護等放棄」

ではその逆になる傾向がみられます（図２）。介護サービス利用の有無で見ますと、被虐待者の介護保険サービスの利用

状況は、「介護サービスを受けている」が28.6％、「過去に受けていたが現在は受けていない」が4.8％、「過去も含め受

けていない」が61.9％となっています。

このような調査から、認知症高齢者が虐待を受けやすいこと、虐待をしている養護者の続柄は息子、次いで夫の順で

あること、介護力の小さい世帯で虐待が起こりやすいことが明らかになっています。また虐待が重複していることも多く、

虐待が生じる世帯が社会的孤立の状態にあることが多いという傾向にもありますので、そのような世帯を孤立させない

ためのネットワーク作りや認知症の理解といった啓発活動も必要となってきます。

高齢者虐待の現状とは

H27年度 実習生受け入れ実績
昨年もナカムラ病院・介護老人保健施設まいえ・特別
養護老人ホーム陽光の家では、さまざまな職種の実習
生を受け入れました。詳しい受け入れ状況は下の表の
とおりです。
現場でしか学べない多くのことを吸収し、将来に活か

して頂きたいと思います。
●ナカムラ病院・まいえ （五十音順）

職種 学校名 人数（名）
看護師

理学療法士
作業療法士

管理栄養士

精神保健福祉士
歯科衛生士

山陽看護専門学校
広島文化学園大学
広島医療保健専門学校
県立広島大学
広島医療保健専門学校
広島大学
広島都市学園大学
山陽女子短期大学
鈴峯女子短期大学
広島女学院大学
県立広島大学
広島大学

12
141
1
2
1
2
1
4
4
4
2
21

●陽光の家 （五十音順）

職種 学校名 人数（名）
介護福祉士

社会福祉主事
介護職員実務者研修

IGL健康福祉専門学校
トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校
広島福祉専門学校
トリニティカレッジ広島医療福祉専門学校
介護労働安定センター

5
3
1
2
2

五
月
二
十
五
・
二
十
六
日
に
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
主
催
で
「
春
の
お
茶

席
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お
茶
席

（
Ｐ
Ｉ
Ａ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
第
一
展
示
コ
ー

ナ
ー
）
で
は
、
表
千
家
広
島
清
和
会
所

属
の
田
辺
裕
子
先
生
が
点
て
て
下
さ
る

お
茶
と
蝶
々
を
あ
し
ら
っ
た
お
菓
子
を

お
出
し
し
、
飲
み
込
み
等
の
問
題
で
お

茶
や
お
菓
子
を
食
べ
る
こ
と
が
難
し
い

方
に
は
、
抹
茶
葛
湯
を
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
会
場
に
飾

ら
れ
た
草
花
を
見
た
り
、
香
り
を
か
い

だ
り
し
て
楽
し
む
方
、
先
生
の
お
点
前

を
見
て
懐
か
し
が
ら
れ
る
方
、
先
生
と

の
会
話
を
楽
し
む
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

表
情
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
参
加
し
た
気
持
ち
を
句

で
表
し
て
下
さ
っ
た
患
者
さ
ま
が
い
ら

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

菓
子
よ
ば
れ 

抹
茶
よ
ば
れ
て 

大
満
足

勝 

利

今
回
も
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
滞
り
な

く
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
頂
け

る
よ
う
な
活
動
を
提
供
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

　言
語
聴
覚
士

　嶋
田

　利
恵

　

俳句を詠んでくださった方です

「H28年熊本地震義援金」の
お礼とご報告

４月22日の映画上映会で開催され

たバザーと、５月25日・26日に開催

したお茶席で義援金活動を実施いた

しました。

皆さまからお寄せいただきました

義援金の総額は20,000円となりまし

た。ご協力いただきました皆さまに

心から厚くお礼申しあげます。

また、お預かりした義援金は特定

非営利法人「国境なき医師団」に

振り込みましたことをご報告いたし

ます。

被災地の一日も早い復旧と復興を

心よりお祈り申し上げます。

4

2222 権利擁護について権利擁護について
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図1 　被虐待高齢者からみた虐待者の続柄
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平成25年度厚生労働省高齢者虐待対応状況調査概要より 平成25年度厚生労働省高齢者虐待対応状況調査概要より 

図2　被虐待高齢者の要介護度と虐待の種別の関係
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5月 6月4月 5月 6月4月

五
月
二
十
日
（
金
）
に
、Ｂ
６
病
棟

に
て
、
フ
ル
ー
ツ
バ
イ
キ
ン
グ
を
行
い

ま
し
た
。

今
回
の
行
事
企
画
は
、
普
段
の
食
事

で
は
、
あ
ま
り
出
る
こ
と
の
少
な
い
果

物
や
ゼ
リ
ー
な
ど
を
食
べ
て
も
ら
い
、

喜
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
思
い
バ
イ
キ
ン

グ
を
行
い
ま
し
た
。

フ
ル
ー
ツ
は
、
メ
ロ
ン
、
み
か
ん
、

キ
ウ
イ
の
三
種
類
を
。
ゼ
リ
ー
は
、
牛

乳
寒
天
、ぶ
ど
う
ゼ
リ
ー
の
二
種
類
を
。

そ
し
て
、
い
ち
ご
の
ム
ー
ス
ケ
ー
キ
を

用
意
し
ま
し
た
。

生
の
果
物
は
、
普
段
の
食
事
提
供
時

に
は
あ
ま
り
出
な
い
の
で
、
特
に
み
か

ん
と
キ
ウ
イ
は
大
人
気
で
、
あ
っ
と

い
う
間
に
無
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

久
し
振
り
の
み
か
ん
と
キ
ウ
イ
を
食
べ

た
時
に
は
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
、

喜
ん
で
食
べ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

患
者
さ
ま
、
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、「
バ

ナ
ナ
が
あ
っ
た
ら
良
か
っ
た
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
意
見
を
参
考
に
活
か
し
て

も
っ
と
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
行
事

を
、
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ナ
カ
ム
ラ
病
院

　Ｂ６
病
棟

介
護
職

　松
尾

　真
希

　

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

お花見（B６）
手作りおやつ（つぼい）
お花見会と誕生日会（まいえ２）
お花見茶席（B７）
お花見昼食会（にぎや家）
まいえ１春の音楽会【歌声ユニット木の実】

（まいえ１）
お花見外出（にぎや家）
みんなで桜の木を作ろう（A３）
大正琴演奏会（全体行事）
造幣局　お花見（つぼい）
昼食バイキング（まいえ１）
お花見（B５）
売店（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
法話会（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

お花見（B６）
手作りおやつ（つぼい）
お花見会と誕生日会（まいえ２）
お花見茶席（B７）
お花見昼食会（にぎや家）
まいえ１春の音楽会【歌声ユニット木の実】

（まいえ１）
お花見外出（にぎや家）
みんなで桜の木を作ろう（A３）
大正琴演奏会（全体行事）
造幣局　お花見（つぼい）
昼食バイキング（まいえ１）
お花見（B５）
売店（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
法話会（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

宮島バスハイク（まいえ１）
外食（つぼい）
昔ながらの遊びと誕生日会（まいえ２）
地域推進会議（つぼい）
お食事会　ハンバーグ作り（にぎや家）
フルーツバイキング（B６）
爽やかな５月　ハワイアンでGO！（A３）
春のお茶会（リハビリ）
紙芝居、カラオケ（B７）
ケーキバイキング（まいえ２、B５）
吹奏楽演奏会（全体行事）
売店（陽光の家）
買い物外出（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
開設記念日　慰問【スリーコインズ】

（陽光の家）
法話会【延命寺】（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

宮島バスハイク（まいえ１）
外食（つぼい）
昔ながらの遊びと誕生日会（まいえ２）
地域推進会議（つぼい）
お食事会　ハンバーグ作り（にぎや家）
フルーツバイキング（B６）
爽やかな５月　ハワイアンでGO！（A３）
春のお茶会（リハビリ）
紙芝居、カラオケ（B７）
ケーキバイキング（まいえ２、B５）
吹奏楽演奏会（全体行事）
売店（陽光の家）
買い物外出（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
開設記念日　慰問【スリーコインズ】

（陽光の家）
法話会【延命寺】（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

●
●
●
●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

●
●
●
●
●
●
●

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

セラピードッグとふれあう（まいえ１）
手作りおやつ（つぼい）
お楽しみゲーム大会（まいえ２）
映画鑑賞（A３）
法話会（リハビリ）
ケーキバイキング（まいえ１）
歌会 ～歌をうたって梅雨をふきとばそう～

（B５）
演奏会【広島オペラアンサンブル】

（全体行事）
フルーチェ作り（B６）
紫陽花寺散策（つぼい）
昼食バイキング（まいえ２）
父の日　大運動会（にぎや家）
風船バレーとケーキバイキング（B７）
売店（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
法話会【教専寺】（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

セラピードッグとふれあう（まいえ１）
手作りおやつ（つぼい）
お楽しみゲーム大会（まいえ２）
映画鑑賞（A３）
法話会（リハビリ）
ケーキバイキング（まいえ１）
歌会 ～歌をうたって梅雨をふきとばそう～

（B５）
演奏会【広島オペラアンサンブル】

（全体行事）
フルーチェ作り（B６）
紫陽花寺散策（つぼい）
昼食バイキング（まいえ２）
父の日　大運動会（にぎや家）
風船バレーとケーキバイキング（B７）
売店（陽光の家）
陶芸教室（陽光の家）
法話会【教専寺】（陽光の家）
書道クラブ（陽光の家）
生花クラブ（陽光の家）

5月 6月4月

平
成
十
三
年
八
月
に
開
設
し
ま
し
た

ナ
カ
ム
ラ
病
院
歯
科
診
療
室
は
、
今
年

で
十
五
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
当
院
歯
科
に
ご
理
解
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
患
者
さ
ま
や
利
用
者
さ
ま
、

ま
た
ご
家
族
や
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
歯
科
の
ス
タ
ッ
フ
は
常
勤
歯

科
医
師
一
名
、
非
常
勤
歯
科
医
師
（
広

島
大
学
か
ら
）
三
名
、
歯
科
衛
生
士
四

名
で
す
。

私
た
ち
は
療
養
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る

患
者
さ
ま
や
利
用
者
さ
ま
の
楽
し
み
で
あ

る
お
食
事
を
心
地
よ
く
召
し
上
が
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
ま
た
誤
嚥
性
肺
炎

を
予
防
で
き
る
よ
う
お
口
の
中
の
環
境
を

整
え
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の

目
標
に
む
け
て
歯
科
治
療
や
口
腔
ケ
ア
、

当
施
設
ス
タ
ッ
フ
へ
の
口
腔
ケ
ア
指
導
な

ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
食
べ
る
事
や
飲
み
込
む
こ
と
が
難
し
く

な
ら
れ
た
方
に
は
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
や
言

語
聴
覚
士
・
栄
養
士
を
始
め
多
職
種
で

協
力
し
、
安
全
で
お
い
し
い
お
食
事
が
提

供
出
来
る
よ
う
食
事
支
援
に
も
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
摂
食

嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
時
の

姿
勢
や
食
事
用
具
の
改
善
、
食
形
態
や

必
要
栄
養
量
を
摂
取
す
る
た
め
の
検
討

な
ど
で
す
。
ま
た
飲
み
込
み
の
精
密
検
査

が
必
要
な
際
は
、
嚥
下
造
影
検
査
も
行
っ

て
お
り
ま
す
。

今
後
も
ナ
カ
ム
ラ
病
院
歯
科
に
お
け

る
役
割
を
考
え
、
患
者
さ
ま
や
利
用
者

さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
出
来
る
よ
う

歯
科
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
一
層
努
力
し
て

い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も

ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ナ
カ
ム
ラ
病
院

歯
科
衛
生
士
室
主
任

　山
根

　次
美

〜｢

武
士
の
献
立｣

を
観
て
〜

ナ
カ
ム
ラ
病
院
様
が
、
私
達
に
馴
染

み
や
す
く
良
質
の
映
画
鑑
賞
会
を
催
し

て
下
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
北
陸
加
賀
の
国
、
前
田
藩
の

料
理
を
ま
か
な
う
武
家
の
物
語
で
し

た
。
あ
ら
す
じ
は
上
戸
彩
さ
ん
が
演
じ

る
商
家
の
娘
〝
春
〞
が
、
そ
の
味
覚
と

料
理
の
良
さ
を
見
込
ま
れ
、
江
戸
か
ら

遠
く
離
れ
た
金
沢
に
嫁
ぐ
事
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
こ
の
嫁
に
舅
の
西
田
敏

行
、
姑
の
余
貴
美
子
お
二
人
が
優
し
く

接
し
て
導
か
れ
る
の
が
全
編
で
感
じ
ら

れ
ま
し
た
。

武
士
は
刀
で
仕
え
る
の
が
本
筋
で

し
ょ
う
が
、
〝
包
丁
侍
〞
と
い
う
役
目

が
、
江
戸
時
代
に
ど
う
見
ら
れ
、
何
を

求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
教
え
て
く
れ
ま

す
。
妻
の
内
助
の
功
、
若
い
夫
婦
の
協

力
が
実
っ
て
、
新
藩
主
の
着
任
祝
い

で
、
一
の
膳
か
ら
八
の
膳
ま
で
並
べ
た

饗
応
が
成
功
す
る
の
で
す
。

お
家
騒
動
を
絡
め
て
の
内
容
は
、
全

体
の
広
が
り
や
、
物
語
に
社
会
性
を
持

た
せ
る
意
図
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
は
良

い
の
で
す
が
、
も
っ
と
献
立
の
具
体
性

や
珍
し
さ
を
見
た
か
っ
た
と
少
し
残
念

に
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
家
族
の
絆
や

礼
節
礼
儀
な
ど
日
本
の
良
さ
が
組
み
込

ま
れ
て
お
り
、
飽
き
ず
に
楽
し
め
、
幕

が
閉
じ
れ
ば
実
に
ほ
ん
わ
か
と
し
た
気

持
ち
に
な
っ
て
帰
宅
し
ま
し
た
。
北
陸

は
山
海
の
珍
味
が
多
い
よ
う
で
、
映
画

に
出
て
く
る
〝
柚
餅
子
〞
は
一
度
食
べ

た
い
と
思
い
ま
す
。

佐
伯
区
坪
井
三
丁
目

　　山
田

　トモ

行事だより行事だより行事だより
4月22日（金）

ナ
カ
ム
ラ
病
院 

歯
科
診
療
室

ナ
カ
ム
ラ
病
院 

歯
科
診
療
室

15
周年

いきいき

いきいき行事ダイジェストいきいき行事ダイジェスト
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作業療法士
原田　玲未
作業療法士
原田　玲未

理学療法士
嶌田　恵里
理学療法士
嶌田　恵里

作業療法士
原田　真弥
作業療法士
原田　真弥

平成28年7月 10月

ア
ン
ト
ニ
オ
・
カ
ル
ロ
ス
・
ジ
ョ
ビ
ン
国

際
空
港
。

ま
も
な
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

る
街
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
表
玄
関
に

は
、「
ボ
サ
ノ
ヴ
ァ
の
父
」と
呼
ば
れ
た
、二

十
世
紀
を
代
表
す
る
偉
大
な
作
曲
家
の

名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

日
本
か
ら
一
八
〇
〇
〇
㎞
離
れ
た
彼

方
の
地
で
、
今
回
は
ど
の
よ
う
な
ド
ラ
マ

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
。
熱
い

た
た
か
い
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
に
釘
付
け
の
暑
い
日
々
、
ボ
サ

ノ
ヴ
ァ
の
ゆ
る
い
リ
ズ
ム
に
身
を
ゆ
だ
ね

て
、
時
々
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
し
な
が
ら
過
ご

す
夏
と
な
り
そ
う
で
す
。

　　　　　　　

  

（
Ｋ
）

編
　集
　後
　記

六
月
二
十
五
日
（
土
）、
第
一
回
認

知
症
勉
強
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
強
い
思
い
か
ら
、
こ

の
度
地
域
に
向
け
た
勉
強
会
を
行
う
に

至
り
ま
し
た
。

初
回
と
あ
っ
て
、
何
名
位
参
加
し
て

い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
？ 

テ
ー
マ
や

進
行
は
こ
れ
で
良
い
だ
ろ
う
か
？ 

満

足
し
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
？
と
不

安
を
抱
き
な
が
ら
の
準
備
で
し
た
。

当
日
は
、
ぐ
ず
つ
い
た
天
候
に
も
か

か
わ
ら
ず
二
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

ま
ず
、
院
長
の
塚
野
か
ら
「
認
知
症

に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
」と
題
し
て
、

認
知
症
疾
患
に
つ
い
て
と
そ
の
症
状
、

ま
た
治
療
に
つ
い
て
・
地
域
で
の
サ

ポ
ー
ト
の
重
要
性
な
ど
話
を
し
ま
し

た
。
そ
の
後
質
疑
応
答
の
時
間
を
も
う

け
、
三
名
の
方
が
話
の
内
容
を
受
け
て

質
問
を
熱
心
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
専
門
職
と
参
加
者
と
の

交
流
が
出
来
る
場
と
し
て
座
談
会
を
行
い

ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
五
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、
各
々
テ
ー
ブ
ル
に
精

神
科
医
で
あ
る
院
長
と
副
理
事
長
、
ま

た
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
、
心
理
士
と
加

わ
り
、
座
談
会
を
開
始
。
院
長
の
話
が

終
わ
っ
た
あ
と
も
殆
ど
の
方
が
座
談
会
に

残
ら
れ
て
お
り
、
テ
ー
ブ
ル
に
よ
っ
て
は
時

に
笑
い
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
、
話
が
と
て

も
活
発
に
な
さ
れ
て
い
る
様
子
で
、
日
頃

の
思
い
や
疑
問
な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に

話
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。
予
定

時
間
を
超
え
て
の
終
了
と
な
り
、
充
実
し

た
会
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
二
回
・
三
回
と
続
け
て
い
く

予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
者
に
ご
記

入
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

と
、
次
回
テ
ー
マ
と
し
て
「
認
知
症
予
防

に
つ
い
て
」
や
、「
接
し
方
に
つ
い
て
」
等

の
希
望
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
度

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
、
次
回

は
更
に
よ
り
良
い
会
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

　小
田  

茂
樹

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
更

新
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

有
効
期
限
が
七
月
三
十
一
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
、新
し
い
被
保
険
者
証
が
お
手

元
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

負
担
割
合
等
変
更
が
な
い
か
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
新
し
い
被
保
険
者

証
を
病
院
窓
口
へ
必
ず
ご
提
示
し
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

医
事
課

　主
任

　沖

　紗
奈
江

五
月
に
入
り
、
今
年
も
ナ
カ
ム
ラ
病

院
や
ま
い
え
、
に
ぎ
や
家
で
夏
野
菜
を

植
え
ま
し
た
。
ミ
ニ
ト
マ
ト
は
大
き
く

な
る
の
も
早
く
、
患
者
さ
ま
と
追
肥
を

し
た
り
と
、
患
者
さ
ま
と
成

長
を
楽
し
み
に
育
て
て
い
ま

す
。
患
者
さ
ま
の
ご
家
族
か

ら
も
園
芸
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
大

変
心
強
い
で
す
。
夏
野
菜
だ

け
で
な
く
、
朝
顔
や
ヒ
マ
ワ
リ
の
花
、

さ
つ
ま
芋
も
植
え
て
お
り
、
観
賞
や
収

穫
、
料
理
な
ど
、
患
者
さ
ま
や
利
用
さ

ま
と
一
緒
に
充
実
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

作
業
療
法
士

　高
松
芽
久
美

被
保
険
者
の
提
示
に
つ
い
て

みなさまに楽しんでいた
だけるような話題づくり
を頑張ります。

みなさまと一緒に楽しみ
ながら広報誌を作ってい
きます。

みなさまに楽しんで読ん
でいただけるように頑張
ります。

院外発表

■日本歯科衛生学会雑誌　２月号 vol.10 No.2
食事介助指導により前頭側頭型認知症患者と
家族のQOL向上を図った１症例

歯科衛生士　板木　咲子

■日本老年歯科医学会 第27回・学術大会
　2016年６月18日～19日
健常高齢者の舌圧と身体機能に関する縦断的研究

歯科医師　比嘉（宮本）千亜己

第一展示
コーナー

第二展示
コーナー

７月30日   ９月２9日  第１4回ナカムラ病院等  利用者さま作品展 
　　　　　　　－今を生きる作品たち－

７月30日   ９月２9日  第１4回ナカムラ病院等  利用者さま作品展 
　　　　　　　－今を生きる作品たち－

１０月中旬   １２月中旬  こころ安らぐ 日本画展 －柴田功子－

１０月中旬   １２月中旬  広島市立大学芸術学部　学生有志作品展

１０月上旬　　　ピーアイエー  いけ花愛好会  花展

新メンバー紹介！新メンバー紹介！
Ｃ＆Ｃ編集委員

新メンバー紹介！新メンバー紹介！
意気込みをお願いします！

保
険
証
提
示
の

お
願
い

保
険
証
提
示
の

お
願
い

保
険
証
提
示
の

お
願
い畑

通
信

畑
通
信

畑
通
信

畑
通
信

花と
トマト

さつま
芋

認知症勉強会認知症勉強会認知症勉強会
を開催しました

第1回
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